
 

神奈川総合産業高等学校(全日制)  

令和元年度（平成 31 年度）学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月31日実施） 

（平成28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月書面実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①探求活動、体

験活動、研究

活動の充実を

はかり、生徒

一人ひとりが

個性を生かし

て主体的な科

目選択ができ

る系と分野の

システムを構

築する。 

 

②創造力、推進

力、発信力の

育成と学習習

慣の確立を目

指し、生徒一

人ひとりが積

極的に自己を

伸長させるた

めの学習支援

を目指す。 

①生徒一人ひ

とりの個性

を活かし、

創造的な活

動ができる

人材を育成

す る た め

に、新学習

指導要領に

基づいた教

育課程を編

成する。 

 

②学習習慣を

定着させ、

生徒一人ひ

とりの主体

的な学びを

支援するた

めに、組織

的な授業改

善 を 進 め

る。 

①各系、分野の施設

設備を活用し、専

門教育を充実さ

せ、自ら課題を解

決する力を育む。 

 

②生徒が主体的に学

べるよう、研究授

業や校内研修会を

実施し、授業改善

を図る。 

 

③新学習指導要領の

施行に向けて、生

徒の現状や関心に

即し、単位制、２

学期制の特色を活

かした教育課程を

編成する。また、

学習計画ガイダン

ス、個別ガイダン

ス、面談等を充実

させ、生徒にとっ

てわかりやすい科

目登録や履修指導

を実施する。 

 

①課題に対して自

ら 解 決 策 を 講

じ、積極的に取

組んでいたか。 

 

②生徒が主体的に

言語活動や発信

をしていたか。 

 

③新学習指導要領

の施行に向けた

教育課程の編成

ができたか。生

徒にとって履修

しやすい選択科

目の登録につな

げられたか。 

①各系、分野の施

設設備を活用

し、自ら取り組

み、課題を解決

するよう取り組ん

だ。 

 

②研究授業と研修

会を行うことによ

り生徒が主体的

に学べるよう取り

組んだ。 

 

③新学習指導要領

の施行に向け

て、生徒の実情

を把握し、教育

課程編成の準備

を進めた。年次

毎のガイダンス

と面談等を通し

て、生徒にとっ

てわかりやすい

科目登録や履修

指導を実施し

た。 

 

①施設が老朽化の

ため故障が目立

つので定期的な

更新を望む。 

 

②実技系科目にお

ける生徒が話し

合える時間をもう

少し確保する。 

 

③生徒の現状や関

心に即し、単位

制、２学期制の

特色を活かした

教育課程を編成

する。 

・「課題研究」の教育活動の進化に

よって、思考力、判断力、表現力

の向上が図られるように取組を継

続してもらいたい。 

・進学や就職の場面でも志望動機

や将来展望等を自分の言葉で語

ることが求められており、「課題研

究」の学習成果は重要であり、生

徒が意欲的に取り組むよう指導を

お願いしたい。 

・自ら取り組み、課題を解決する学

習が展開されており、今後も継続

してもらいたい。 

・生徒による授業評価、研究授業、

教科等研修会が行われており、

今後も授業改善に活かしてもらい

たい。 

・新学習指導要領の教育課程の編

成では、単位制やセメスター制の

特色はもとより、学校としての特色

を最大限に活かしてもらいたい。 

・施設の老朽化は、優先順位を考

慮し、施設修繕、設備更新計画を

見直し、長期的視点かつ実効性

のあるものとして実施してもらいた

い。 

①学習のねらいを理解させること

により、自ら課題を解決するよ

う取り組ませることができたの

で、深い学びの実現が図れ

た。専門教育における学習活

動を充実させるため、施設や

設備の修理・更新が望まれる。 

 

②研究授業と研修会を行うことに

より、生徒の主体的な学習を推

進するための指導方法等につ

いて共有できた。今後も、生徒

自らが解決方法を思考する機

会をできる限り設け、達成感を

実感することにより学習意欲を

一層高めることが課題である。 

③新学習指導要領の施行に向

けて、教育課程編成の準備

を進めた。年次毎のガイダ

ンスと面談等を通して、生

徒の進路実現を見据えた科

目登録や履修指導を実施し

た。 

①施設や設備の修理・更新につ

いては、関係部署と連携し、優

先順位を考慮しながら、より実

効性のあるものとして計画的に

推進する。 

 

②生徒による授業評価を活用

し、研究授業や教科等の研修

会をより充実させることにより、

生徒が自ら取り組み、課題を

解決する授業実践をさらに展

開する。 

 

③新学習指導要領の教育課程

については、本校の単位制を

活かした編成となるよう、セメス

ター制を含めて検討する。学

習計画ガイダンス、個別ガ

イダンス、面談等の一層の

充実を図り、生徒の進路を

視野に入れた、わかりやす

い科目登録や履修指導を計

画し、遂行する。 

 

２ 
生徒指導 

・支援 

①一人ひとりの

生徒理解に基

づく生徒指導

や教育相談体

制 を 充 実 さ

せ、安心で安

全に希望をも

って学べる学

校づくりを進

める。 

①生徒一人ひ

とりの多様

性を踏まえ

た校内支援

体制の推進

を図り、安

心 で 安 全

な、明るく

活力のある

学校をつく

る。 

①生徒の主体的な発

想を取り入れた行

事運営に取り組む

など生徒会活動を

よりいっそう活性

化させ、充実を図

る。 

 

②年次会を核とした

情報交換の徹底と

関係グループとの

連携により、生徒

の様々な相談、問

題に対応できる組

織づくりを行う。 

 

③関係グループと連

携し、挨拶の励行

や規範意識の向上

を図るとともに、

自転車事故の削減

に向けた取組を行

う。 

①生徒会活動の取

組み状況と成果

は十分であった

か。 

 

②年次会やケース

会議、いじめ対

策会議、関係グ

ループとの連携

により、生徒の

状況を適切に把

握し、相談、問

題に対処できた

か。 

 

③安全で安心な学

校生活に向けた

取組、また、生

徒の規範意識向

上に向けた取組

を充実させるこ

とができたか。 

①各行事とも委員

会等の生徒を中

心とした活動を

行うことができ

た。 

 

②年次会を核とし

た情報交換を行

い、フローチャ

ートに基づき、

関係グループと

の連携により、

様々な相談、問

題に対応した。 

 

③交通安全に関す

る講習などを通

して生徒の意識

向上につなげる

ことができた。 

①これまでの内容

を見直し、従来

通りだけではな

い工夫が求めら

れる。 

 

②より迅速に生徒

の様々な相談、

問題に対応でき

るよう工夫す

る。 

 

③時間を守ることや

校内美化などの

点で、生徒の規

範意識向上に向

けた取組みが必

要と思われる。 

・自分と相手を守るための指導と意

識向上について取組を発展させ

てもらいたい。 

・生徒の主体的な成長が図られる

よう継続した指導をお願いした

い。 

・通り一遍の啓蒙活動では、形骸

化することもあるので、ルールや

規則はどうしてあるのか等を深く

理解する時間を多くとり、反復継

続指導してもらいたい。 

・「進んで良いことをする」ことので

きる人財を多く輩出してもらいた

い。 

・行事、委員会活動、部活動がしっ

かりと行われている。年々の積み

重ねを大切にして、さらに充実さ

せてもらいたい。 

・組織的な生徒指導が推進されて

おり、今後もきめ細やかな生徒指

導をお願いしたい。 

・引き続き交通安全の指導を推進

してもらいたい。 

①行事の企画・運営において生

徒が力を発揮できるよう支援で

きた。グループ全員で行事を

運営することで、多方面から学

校をあげた行事への雰囲気づ

くりに取り組むことができた。生

徒間の引継ぎの仕組みを構築

することが今後の課題である。 

 

②年次、関係グループと情報交

換し、校内で連携して様々な

相談、問題に対応することがで

きた。生徒が抱える問題が多

様化しているため、保護者、校

外施設とも連携した対応が求

められる。 

 

③交通安全への取組により事故

削減につなげることができた。 

①行事については生徒間の縦横

の人間関係が構築できる体制

づくりに取り組んでいきたい。 

 

②生活支援グループが新設され

るため、生徒の様々な相談、

問題に対応できる組織作りの

見直しが必要である。 

 

③次年度も自転車事故０に向け

ての取り組みを強化、継続した

い。 

生徒が主体的に規範意識の

向上に取り組める支援を検討

する。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月31日実施） 

（平成28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月書面実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 

・支援 

①社会で生きる

ために必要な

知識や能力を

身につけると

ともに、個々

の進路希望を

実現させるた

めの支援とキ

ャリア教育の

推進を行う。 

 

①生徒一人ひ

とりが主体

的に進路を

選択し、そ

れを実現す

るために、

キャリア教

育及び進路

支援体制の

充 実 を 図

る。 

 

 

①生徒が主体的に進

路を選択できるよ

うに、年間指導計

画を見直し、イン

ターンシップを実

施する。  

 

②生徒の進路意識を

高め、進路実現で

きるように面談や

各種ガイダンスを

適切に実施し、支

援を行う。  

 

①進路年間計画を

適切に実施する

こ と が で き た

か。 

 

②生徒の進路実現

をかなえるよう

な支援を行うこ

とができたか。  

①生徒の状況を鑑

み、進路年間計

画の内容を検討

し、適切に実施

することができ

た。 

 

②生徒の進路実現

の支援を適切に

実施している。 

①②生徒がより主

体的に進路を選

択できるようにす

る手立てを考え

ていく必要があ

る。 

・進路希望と科目選択の整合性が

取れるような働きかけが求められ

ており、早い段階からの進路意識

の醸成が必要である。 

・ＡＯ、推薦型入試では「課題研

究」の取組や成果が自己アピー

ルの有効なツールとなることを意

識して取り組んでもらいたい。 

・入学定員厳格化によりＡＯ、推薦

型入試の難易度が高まっており、

一般選抜対策としての学力向上

に努めてもらいたい。 

・生徒一人ひとりの悩みに深く傾聴

し個性を見極めながら伴奏支援し

ていただきたい。 

・インターンシップの推進を図るな

どキャリア教育を充実させて進路

希望の実現に努めてもらいたい。 

①策定した年間進路指導計画を

計画的に実施することができ

た。生徒の自己実現をどのよう

に支援していくかが今後の課

題である。 

②AO・推薦で進路決定する生徒

が多くを占める状況になってい

る。一方、一般入試で進路決

定を試みる生徒も少数ながら

いる。それぞれどのような支援

ができるのか。基礎学力の充

実を図るとともに、できることを

検討していきたい。 

①生徒の進路希望状況を分析・

把握し、それを実現するために

できる支援体制を確立する。  

 

②基礎学力の定着を図るため、

ICT の活用など有効な手立て

を模索していく。 

４ 
地域等 

との協働 

①積極的なボラ

ンティア活動

を展開し、地

域の小中学校

や自治会など

近隣地域との

連携を深め、

地域に根ざし

た教育活動を

推進する。 

 

 

①コミュニテ

ィ・スクー

ルを利活用

するととも

に、近隣の

小中学校や

大学、自治

会等との連

携を図り、

生徒一人ひ

とりの主体

性を育成す

る。 

①地域の小学校（２

校）と連携し、高

校授業体験（科学

技術体験教室）を

実施する。 

 

②ホームページ運用

を学校全体で取り

組む。 

 

③学校周辺を重点に

おき、交通安全啓

蒙活動等の取組み

を推進する。 

①高校授業体験に

おいて、満足度

を維持したまま

継続的に実施で

きたか。 

 

②ホームページ運

用が学校全体で

できたか。 

 

③地域や外部との

連携、活動状況

やその他の成果

は十分なもので

あったか。 

 

①鶴の台小学校(６

月)実施、谷口台

小学校(12月)実

施予定。 

 

②ホームページ運

用のため校内研

修実施予定。 

 

③学校周辺で、外

部と連携し交通

安全デーを実施

した。 

 

①計画的に実施で

きるよう校内の体

制を整える。 

 

②校内研修後の運

用について検証を

行う。 

 

③交通事故ゼロに

向け、日常的な

取組及び環境整

備の検討を行う。 

・地域連携の重点は生徒の姿を地

域に見せることでり、通学や交通

マナー、挨拶等の日常生活を常

に意識し実践するような指導を継

続してもらいたい。 

・地域に根ざす学校として地域貢

献活動は有効である。 

・コミュニティの一員としてボランテ

ィア活動に取り組んだ生徒全員を

称え高く評価してもらいたい。 

・ホームページの役割は大きい。学

校からの情報をリアルタイムに発

信するなど、さらなる充実に努め

てもらいたい。 

・地域との連携による交通安全運

動や、小学校との連携は継続して

もらいたい。 

①地域の小学校（２校）と連

携し、高校授業体験（科学

技術体験教室）を実施する

ことで地域に根ざす学校と

しての役割を果たすことが

できた。 

 

②ホームページ運用を学校全体

で取り組み充実した内容へと

強化するため校内研修実施予

定。 

 

③学校周辺で、外部と連携し交

通安全デーを実施することで、

地域全体での交通安全の啓

蒙活動ができた。 

 

 

①計画的に実施できるよう校内

の体制を整える。 

 

②校内研修後の運用について、

検証を行い更なるホームペー

ジの充実を目指す。 

 

③地域に根ざし、交通事故ゼロ

に向けた取組のために日常的

な取組及び環境整備の検討を

行う。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①事故不祥事の

未然防止を徹

底するととも

に、教職員の

実践的指導力

の向上を目指

す。 

 

②生徒の防災意

識を高め、防

災教育の推進

をはかる。 

①事故不祥事

防止のさら

なる徹底を

図る。 

 

②防災教育の

充 実 を 図

り、生徒一

人ひとりの

防災意識と

災害対応能

力 を 高 め

る。 

 

③充実した式

典等の学校

行事に取り

組む。 

 

①関係部署と緊密な

連絡をとり、式典

が滞りなく進行す

るよう努める。 

 

①式典が滞りなく

進行することが

できたか。 

 

 

①年間を通じて教

育振興費の処理

を的確に行っ

た。   

 

②災害時対応カー

ドを用いて災害

時の対応につい

て考えたり、防災

訓練を通して避

難経路の確認を

したり、防災教育

を推進した。 

 

③入学式などの式

典を行った。また

新入生や新着任

職員の環境整備

をした。 

 

①教育振興費につ

いては、会計処

理を事故なくより

的確に進めてい

けるよう体制を整

える。 

 

②防災意識をより

効果的に高める

方法を検討す

る。 

 

③年間を通じて、

式典は滞りなく

進行することが

出来た。より計画

的に進められる

よう検討を行う。 

 

・安心、安全が第一と考える。 

・生徒が「守られている→自ら身を

守る」といった意識を強く持つよう

になるとさらに良い。 

・学校目標を生徒にも分かり易く説

明してもらいたい。 

・職員会議などで伝達研修等を行

い職員のスキルアップやモチベ

ーションの向上に役立ててもらい

たい。 

・公費、私費については、事故防

止の観点から適切な会計処理が

必要であり、確実な会計システム

を構築してもらいたい。 

・防災教育の重要性が増している

ので、継続的に充実させてもらい

たい。 

・学校行事は引き続き全職員が協

力し計画的に実施してもらいた

い。 

①年間を通じて私費である教育

振興費の処理を的確に行うこ

とができた。 適正な執行のた

め、監査などの指摘事項の改

善を図り確実な会計システムを

目指す。 

 

②生徒に対して、災害時対応カ

ードを用いた災害時の対応に

ついて、防災訓練を通した避

難経路の確認を中心とした防

災教育を推進した。防災意識

をより効果的に高める方法を

充実させたい。 

 

③入学式、卒業式の式典を取り

行った。また新入生や新着任

職員に必要な環境整備をし

た。徐々に修理修繕が必要な

物が多くなってきている。 

①教育振興費については、会計

処理の方法などマニュアル化

して周知する。 

 

②個々の防災意識をより効果的

に高める方法を検討し防災教

育の更なる推進をする。 

 

③年間を通じて、式典は滞りなく

進行することが出来た。卒業式

についても、急な計画変更に

対して全職員で対応し、混乱

なく実施することができた。次

年度以降も、より計画的に進め

られるよう各グループ、年次と

の協力体制を強化する。環境

整備に必要な備品などの修理

や更新を計画的に行う。 

 

 


